
タイトル 第1回Aid TAKATA陸前高田フォーラム開催

日時 2011年4月16日（日）10：00～12：00

会場 豊島区民センター

内容 「ＮＰＯ法人陸前高田市支援連絡協議会 Aid TAKATA」は、首都圏在
住の出身者が中心となり、陸前高田への緊急援助、そして復旧復興
へむけた支援の枠組みとして設立されました。
【プログラム】
村上 清 代表挨拶
戸羽 太 市長挨拶（Ustreamにて）
SAVE TAKATA（代表、佐々木信秋氏）
学生の救済、支援活動について（黄川田純也弁護士）
ふんばれ東日本プロジェクト （西條剛央氏）
情報の整理などについて（参議院議員猪口邦子氏、衆議院議員遠山
清彦氏等からの意見）
レポート：広報担当 近衛はな

主催
協力

主催：NPO法人陸前高田市支援連絡協議会AidTAKATA
協力：SAVETAKATA

第1回Aid TAKATA陸前高田フォーラム開催

AidTAKATA代表 村上 清

陸前高田市出身者および関係者は、惨状を見て言葉にならな
い思いと、自分たちの手でいち早く何とかしたいとの思いで、ある
人は一人で物資を持って、また他の方は、グループを作って高田
入りをし、様々な形で地元の親兄弟、親戚、そして地域の住民の
皆さんを助けたいとの思いで、行動をとってきました。

在京陸前高田人会やSaveTakataの皆さんはじめ、多くの関係者
の皆さんの共通の思いは、陸前高田の緊急援助から、復旧、そし
て復興へと向かっています。

そこで各関係者、ボランティアグループ、募金等の協力団体、復
興推進する協力団体と共に、陸前高田市とその市民を大きく支援
するための枠組み（プラットフォーム）として、「ＮＰＯ法人陸前高
田市支援連絡協議会 Aid TAKATA」を設立しました。

今後、陸前高田出身の各グループの他に、支援してくださる団
体、国内外NGO, 政府関係者、マスコミ各社、この趣旨に賛同し
てくださる個々人の皆様と連携を緊密にとりながら、陸前高田市
長戸羽太氏や地元代表の方々と相談し、支援アクションプログラ
ムを作成し、皆様方のご協力の頂戴しながら進めて行きたいと考
えております
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第1回Aid TAKATA陸前高田フォーラム開催

陸前高田市長 戸羽 太 挨拶 （中継）

行方のわからないご家族を探していらっしゃる方の多いなか、
まだ現地では「復興」という声を出すことが憚られるのが現状。

財政状況はきびしく、新しい町づくりのヴィジョンが見いだせ
ない。

国には、可能な支援の内容をいち早く具体的に呈示してもら
いたい。

市民が安心して住める町をつくりには、ながい時間がかかる。
全力で情報を発信していくので、どうか陸前高田を忘れない
でほしい、末永く見守ってほしい。

震災直後に発足した支援グループ、SAVE TAKATA（代表、佐々木信秋氏）

今後は、物資の輸送だけでなく、ITをつかった現地情報の整理
や、雇用の創出につとめていく。

復興イベントとして、９月１０日に、けんか七夕太鼓とチャリティ・
ゴスペルを予定。
今後は、FUJI ROCKのような、野外音楽イベントを企画していく。

学生の救済、支援活動について（黄川田純也弁護士）

惨状を見るに、このままでは、市の人口は激減し、廃墟になっ
てしまうのではないかと危惧している。

復興のバトンをしっかり次世代につなぐため、若い世代の教育
を支援して、彼らが将来的にふるさとへ寄与するサイクルをつ
くっていきたい。

ふんばれ東日本プロジェクト （西條剛央氏）

「ふんばれ東日本プロジェクト」では、行政を通さずに、個人や企
業を直接現地のニーズと繋げる方法を模索している。
具体的には、避難所の個人とつながって正確な情報を得ること、
電話やTwitterをつかってどこの避難所で何が足りないのかをタイ
ムリーに把握すること、Amazonのウィッシュリストを利用し、寄付
や援助が無駄なく、それを欲している人のもとへ届くシステムを構
築すること等を行っている。
折角ボランティアに来た人が、泊まる場所がないので数日で帰っ
てしまうというのも問題だ。
仮設住宅以前の仮設（テント村など）を早急につくるべき。
家族を亡くした人、行方不明者を探している人の傷は深い。
家をなくし、すべてを失っている人もある。
このような状況下では、今後、被災地で多くの自殺者がでるとい
う最悪の事態も起こりうる。
地震はとめられないが、そういった人災はとめなければならない。
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第1回Aid TAKATA陸前高田フォーラム開催

情報の整理などについて
（参議院議員猪口邦子氏、衆議院議員遠山清彦氏等からの意見

震災後、国の会議や対策委員会が乱立し、なにか問
題を解決したいと思ったとき、どこへ話をもっていけばい
いのか解らないという困った状況が起きている。
国の対応の在り方を明確にし、アクセスしやすいように
一元化すべき。
一方、被災地の側にも、国、県、市のそれぞれから人
が派遣されているような復興事務所をつくるのが望まし
い。
対応を一元化することにより、復興プロセスの効率化が
はかれる。

参議院議員猪口邦子氏より、陸前高田の応援チーム「Friends of TAKATA」設立の提言がありました。

最後に「緊急宣言」を採択してフォーラムは終了。

フォーラムでは、様々な視点、レベルからの支援策が語られました。
どうすれば情報に振り回されない内実のある支援ができるのか、私自身もヒントが得られました。
有意義な会でした。
内容は、USTREAMで視聴できます>(Click!)。※閉鎖しています。
私が紹介しているのはごく一部なので、ぜひご覧になってみてください。
陸前高田のことが中心ですが、その他の被災地域への支援策としても参考になると思います。
息のながい、長期的なサポートが必要です。
できること、みんなで少しずつ、していきましょう!!

広報担当:近衛はな
【プロフィール】女優・脚本家
1999年度学業奨励奨学生 外務省によりロシアに研修派遣
CSP国際会議に参加。国連大学での職歴あり。
2002年 パリパトリック学院に留学。
2003年 NHK教育テレビ「高校講座・理科総合」レポーターと
して芸能界デビュー。
2005年～2007年 NISA通信（原子力安全・保安院）のレポー
ターとして活躍。
2005年 「探偵事務所5」主演で女優デビュー。
2008年 「明日への遺言」に出演。
2010年 「獄(ひとや)に咲く花」で主演。
2009年 NHKドラマスペシャル「白洲次郎」で脚本家デビュー。
2010年 NHKドラマ「続・遠野物語」脚本執



タイトル 庄野真代さんふれ愛コンサート <参画イベント>

日時 2011年2011年5月25日（水）

会場 高田第一中学校

内容 第一中学校で、庄野真代さんと「国境なき楽団」メンバーによるふれ
愛コンサートが開催されました。

当日はＮＰＯ団体の一員として”～世界のこどもたちに楽器をおくるプ
ロジェクト～”の活動に力を注いでいらっしゃる庄野さんより、今回の震
災によって楽器を流失した高田高校吹奏楽部に、楽器と寄付金を贈る
寄贈式も行われました。

素敵な歌声と心あたたまるご支援ありがとうございました。

主催
協力

主催： 「国境なき楽団」
協力：ＮＰＯ法人陸前高田市支援連絡協議会 Aid TAKATA

庄野真代さんふれ愛コンサート



タイトル ワクワクこども祭り <参画イベント>

日時 2011年2011年5月15日（日）

会場 オートキャンプ場モビリア

内容 爽やか五月晴れ中、滝沢秀明さんの率いるINFINITY SMILEの方々
により親子を対象とした炊き出しイベントが開催されました。
イベント開催の前にスタッフの皆さんとモビリア展望台にて黙祷を行
い一日がスタート。
サイコロステーキ、焼き鳥、サラダ、焼きおにぎり、スープ、綿菓子等
の模擬店にお腹を満喫させた子どもたちの笑顔、広々とした芝生の上
でスタッフのお兄さん、お姉さんと夢中で遊ぶ子どもたちの姿にスタッ
フからも笑顔がこぼれていました。

INFINITY SMILEの皆様、ボランティアスタッフの皆様ありがとうござ
いました。

主催 主催：ＮＰＯ法人陸前高田市支援連絡協議会Aid TAKATA
協力：INFINITYSMILE2011

ワクワクこども祭り



タイトル 東北復興支援写真展「TSUNAMI」 <参画イベント>

日時 2011年6月4日（土）～6月12日（日）

会場 渋谷区神宮前５－１７－１１ パークサイドオオサキ２F

内容 ご来賓及び関係者の方々をお迎えしオープニングセレモニーが開催
されました。
厳粛な黙祷のあと、発起人であり今回の写真を撮影された上田 聡氏
制作のコンセプトビデオの上映。上田氏自らが故郷へのし思いとこの
光景を忘れてほしくないという熱いメッセージを語り、この企画をイタリ
ア各地にて開催、推進してこられた若林泰介氏より挨拶がありました。

【来賓挨拶】
シンガポールからシンガポール主席公使ローレンス・ベイ
（Lawrence BAY)氏がご出席。
この度の震災を憂うお言葉と、今回の復興支援に於いて陸前高田市
へ車を寄贈して頂くことのご報告がありました。
イタリアからはヴィンチェンツォ・ペトローネ・イタリア大使ご夫妻にご出
席頂き、大使からは、この写真展がイタリア各地で大変な好意をもって
受け入れられた事と、上田さんの才能を高く評価し彼のする活動に賛
同する言葉を賜りました。
また７月にはフェラーリの競売による収益を陸前高田市に支援金とし
て贈る計画が発表されました。

その後、オペラ歌手の小栗慎介さんとピアニストゆりまるさんにより
『con te partiro』~君と共に旅立とう~が披露され素晴らしい歌声、演奏
が披露され、イタリアのワインと軽食を堪能する交流会となりました。

本日このような会を催されるにあたり、ご尽力されました関係者の皆
様、本当にご苦労さまでした。
これからもTears of the Earthの活動がより多くの方々にご支援頂けま
すことお祈りいたします。

主催
協賛

主 催：Tears of The Earth
協 賛：ＮＰＯ法人陸前高田市支援連絡協議会 Aid TAKATA

東北復興支援写真展「TSUNAMI」
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東北復興支援写真展「TSUNAMI」

上田 聡氏 若林泰介氏



タイトル Think Again岩手三陸イベント <参画イベント>

日時 2012年8月4日（土）～5日（日）

会場 東日本復興応援プロジェクトfrom銀座（銀座ＴＳビル内）

内容 このサミットはJETプログラムの一環として来日中のアメリカの高校生
達と三陸地方の高校生達が、一緒に議論しテーマに沿って提言のプレ
ゼンテーションを行うものです。
昨年よりさらに活気があり日米合わせて約50名の参加者がありまし
た。今年のテーマは「気仙地域に海外からの観光客をもっと増やすに
は何が必要か」です。

主催
後援
協力

主催：Think Again岩手三陸～まだまだがんばっぺし～
協賛：岩手県、陸前高田市、大船渡市。釜石市
後援：株式会社パソナ、IBC岩手放送、東海新報社
協力：がんばっぺしプロジェクト、東北を緩やかに長期的に応援する会、
ふんばろう東日本支援プロジェクト、NPO法人AidTAKATA、釜石応援
団、一社Circle of NIPPON

Think Again岩手三陸イベント



タイトル 第2回陸前高田フォーラム at machida
～それぞれの思いがつながる、被災地復興支援を考える～

日時 2011年6月26日（日）午後1時30分～午後4時30分

会場 東京都立町田高等学校 視聴覚教室

内容 フォーラムは、陸前高田市の戸羽市長が２８歳までを過ごした東京
都町田市、母校の町田高校で行われ、３００名以上の関係者が出
席しました。
震災前と後の陸前高田の様子をうつしたＶＴＲの後、市長のご挨拶、
町田市の支援団体とAID TAKATAの活動報告、そして参加者交流
ワークショップが行われました。
会場では高田の物産を販売するコーナーも設けられました。

【プログラム】
第１部
スライドショー
「鶴の羽の会」会長 上野静栄 氏
戸羽 太 市長 挨拶

支援団体活動報告
SaveTAKATA 代表 佐々木 氏
桜美林大学 水嶋 氏
ライオンズクラブ
まちプロ
町田市長 石阪 丈一 氏
AidTAKATA 代表 村上 清

第２部
ワークショップ

レポート：近衛はな

主催
共催

主催：ＮＰＯ法人陸前高田市支援連絡協議会 Aid TAKATA
共催：鶴の羽の会、まちだから元気を！プロジェクト

第2回陸前高田フォーラム at machida ～それぞれの思いがつながる、被災地復興支援を考える～
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陸前高田市では、１５２０名のご遺体（身元確認は１２００名）が見つかり、依然６００名弱が行方不明と
なっています。市役所も２９５名の職員のうち６８名が死亡または行方不明となりました。
生き残った職員の多くも家族を亡くし、家を流されています。
市長ご自身も奥さまを亡くされました。
「今、なぜがんばれるのか、それは職員のがんばりがあるから」
３月１１日、もう波が迫っているときになって、お年寄りを助けようと波へむかって行き、戻ってこなかっ
た若い職員が大勢いたそうです。
市長の目の前で流された職員もいました。
「被災者は２４時間被災者です」
被災者は人前では気丈にふるまっているけれど、夜になると皆泣いている。
いつもはポーカーフェイスの市長が、涙で喉をつまらせました。
１１日の夜、避難所に辿り着いた方は、生きていてよかったというところからはじまり…けれども、時が
経つにつれ生きていくのも地獄だと言います。
仕事がない。
住処がない。
仮設住宅に住めるのも基本的には二年。
これからどうやって生きていったらいいのか、取り残されたような不安と孤独感に苛まれています。
「こういう状況でなによりも有り難いのは、日本中が応援してくれる、その気持ち」
国の柔軟性を欠いた規則、縦割り構造、時節をわきまえぬ政局の椅子とりゲームには、憤りを感じてい
ます。
本当にやる気があるのかと、怒鳴りたくなる。
「中央と東北、実際の距離以上に、その考え方の距離は遠い」
戸羽市長は、任期がはじまってから僅か一ヶ月で震災となり、復興の任を担うことになりました。
そのことを「宿命」と思っていらっしゃるそうです。

亡くなられた方の思いに応えるためにも、今世界中から注目されている陸前高田が、１０年後、あるいは
２０年後素晴らしい復興を遂げ、日本ってすごい、日本人ってすごい、そう思ってもらえるように、頑張っ
ていく、そう決意を述べられました。
陸前高田の闘いははじまったばかりです。
「被災地は何よりも、みなさんの心を求めている、どうかそのことを忘れないでほしい」
それが、市長からのメッセージでした。
*******

ほんとうに、息の長い支援が必要なのです。
継続する「思い」が大事なのです。
３月１１日からしばらくの間は、メディアは震災の報道で一色でした。
日本中が東北のことを考え、涙を流しました。
今、状況はだいぶ変わってきています。
人は、忘れなければ生きてゆけない、それは事実で、人々の気持ちが変化していくのは仕方のないことかもしれ
ません。
けれど、被災された方の不安はあの震災の日から積もり、孤独感はあの時よりも重く心にのしかかっているかもし
れない…

私たちはそのことに改めて思いをいたさなくてはならないと思いました。
人の身に起こっていることを、自分の身に起こっていることのように感じる、
それって実際にはほとんど不可能に近いくらい難しいことだと思う。
でも意識的に、想像してみることはできます。
想像力があるから、やっぱり人間は人間なのだし、それが思いやりの源だと思う。
被災地は哀しんでいる、けれどもそこから立ち上がるエネルギーにも溢れています。
東北を思うことは、日本人のメンタルを変え、この国が変わるチャンスでもあると私は思っています。
小さなことしかできないけれど、でもやっぱり続けていきたいです。

第2回陸前高田フォーラム at machida ～それぞれの思いがつながる、被災地復興支援を考える～
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第2回陸前高田フォーラム at machida ～それぞれの思いがつながる、被災地復興支援を考える～

陸是高田市長 戸羽 太
挨拶

AidTAKATA 代表村上 清 「鶴の羽の会」会長 上野静栄 氏

SAVETAKATA代表 佐々木信秋氏 桜美林大学 秀島 氏 ライオンズクラブ

まちプロから 町田市長 石阪 丈一 氏まちプロから

第２部ワークショップの模様スライドショー



タイトル 陸前高田2012アジア災害復興国際フォーラム

日時 2012年12月28日（土）～10日（日）

会場 陸前高田市役所 大会議室

内容
テーマ：「災害救助・復興における行政と市民の連携―東日本大震
災からアジアへの示唆と国際社会への発信」

東日本大震災、大津波で甚大に被災した陸前高田市では、災害
救助・復興の中核を担うべき市役所自体が全壊し、職員の３分の１
を失った。このような自治体行政の危機的状況を克服するうえで、
何が有効であり、何が問題であったのか。災害直後や応急段階の
災害救助補助事務、および復旧・復興段階の復興まちづくり・産業
復興計画それぞれについて、①国や県との関係、②社協・市民組
織・専門家集団等の共助の役割、③近隣自治体の水平支援や遠隔
自治体の広域支援や被災地現場の問題意識から学ぶという主旨で
開催された。

戸羽市長の基調講演と各国（インドネシア・タイ・フィリッピン・ベト
ナム・中国）や岩手大学、神戸大学からの研究報告があり、久保田
副市長や市職員の現場からの声が発信されました。

主催
共催

後援

主催：NPO法人陸前高田市支援連絡協議会 AidTAKATA

共催：岩手大学地域防災研究センター・神戸大学震災復興支援・災
害科学研究推進室アジア災害法プロジェクト
後援：陸前高田市 国際復興支援プラットフォーム

陸前高田2012アジア災害復興国際フォーラム



タイトル 東北復興応援チャリティコンサート

日時 2013年3月9日（土）～10日（日）

会場 コクーンシティ コクーンプラザ

内容
東北復興応援チャリティコンサートを開催しました。
たかたのゆめちゃんの撮影会は両日開催。

アーティスト
3/9-10
濱守栄子（大船渡市出身）
3/10
雪音（陸前高田市出身）

協力 主催：コクーンシティ
協力： 特定非営利活動法人陸前高田市支援連絡協議会 AidTAKATA

東北復興応援チャリティコンサート

濱守 栄子さん 雪音さん



タイトル 東北復興応援キャンペーン
～自分たちに出来る事から～
同時開催：「東北3県写真展」

日時 2014年3月8日（土）～9日（日）

会場 コクーンシティ コクーンプラザ

内容 東北復興応援チャリティコンサートを開催しました。

☆たかたのゆめちゃんとお花をさかえよう募金☆

イベント会場で集まった募金で陸前高田市の保育園などにお花を植樹
します。
花の苗はたかたのゆめちゃんが子どもたちと一緒に植樹しました。

アーティスト
3/8
池田夢見（大阪府）
結香（秋田県）
花音（茨城県）
濱守栄子（岩手県）
3/9
濱守栄子（岩手県）
結香（秋田県）
親斗くん（宮城県）
鈴木裕美子（茨木県）
まっと（岩手県）

参加キャラクター
たかたのゆめちゃん
むすび丸
キビタン

司会：バイソン

主催
企画・運営

主催：コクーンシティ
企画・運営：特定非営利活動法人陸前高田市支援連絡協議会 AidTAKATA

東北復興応援キャンペーン～自分たちに出来る事から～

次頁へつづく



東北復興応援キャンペーン～自分たちに出来る事から～

次頁へつづく

池田夢見さん

結香さん

花音さん

ゆめちゃんの新曲「ゆめちゃん体操」発表



東北復興応援キャンペーン～自分たちに出来る事から～

☆たかたのゆめちゃんとお花をさかえよう募金☆
花の苗は陸前高田市の保育所（園）、幼稚園でたかたのゆめちゃんと子どもたちが一緒に植樹しました



タイトル 陸前高田応援スペシャルイベント
陸前高田応援コンサート
～自分たちに出来る事から～」

日時 2015年3月7日（土）～8日（日）

会場 コクーンシティ コクーンプラザ

内容 陸前高田応援スペシャルイベントを開催しました。

アーティスト
3/7
石田洋介
池田夢見
3/8
結香
式町水晶
Shiho
まっと

参加キャラクター
たかたのゆめちゃんさのまる、ふっかちゃん、えび～にゃ、あゆコロ
ちゃん

司会：バイソン

協力
企画・運営

主催：コクーンシティ
企画・運営： 特定非営利活動法人陸前高田市支援連絡協議会 AidTAKATA

陸前高田応援コンサート～自分たちに出来る事から～

次頁へつづく



陸前高田応援コンサート～自分たちに出来る事から～

石田洋介さん 池田夢見さん

結香さん 式町水晶さん

Shihoさん まっとさん

次頁へつづく



陸前高田応援コンサート～自分たちに出来る事から～



タイトル 陸前高田応援イベント
スペシャルステージ

日時 2016年3月5日（土）～6日（日）

会場 コクーンシティ コクーンプラザ

内容 陸前高田応援スペシャルイベントを開催しました。

今回はライブの他にたかたのゆめちゃんの仲間ゆる党のメンバーをお
呼びして、ゆるキャラ防災教室を開催しました。

アーティスト
3/5
石田洋介
池田夢見
3/8
榎木ありさ
松本佳奈
サスケ
げつ（バルーンアート）

参加キャラクター
たかたのゆめちゃんさのまる、ふっかちゃん、あゆコロちゃん、えぼし
麻呂

司会：久遠まい

主催
共催
協力

主催： 特定非営利活動法人陸前高田市支援連絡協議会 AidTAKATA
共催：陸前高田市
協力：コクーンシティ

陸前高田応援イベント スペシャルステージ
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陸前高田応援イベント スペシャルステージ

松本佳奈さん 石田洋介さん

サスケさん 池田夢見さん

榎木ありささん

次頁へつづく



陸前高田応援イベント 震災から5年、私たちにできること。

農林課 村上聡さんゆる党 防災教室

バルーンアート げつさん

久遠まいさん

次頁へつづく



陸前高田応援イベント スペシャルステージ



タイトル 3月11日、ひと時でも一緒に過ごしませんか？

日時 2017年3月11日（土） 一部14：00～、二部17：00～

会場 LIVE＆BAR Hugo
東京都足立区梅島3-2-18
会費：3,500円（ワンドリンク＋チャージ）※おつまみ付

内容 ・陸前高田の方々からのメッセージ並び応援者からのメッセージを紹
介しました。
戸羽市長、白井貴子、矢野きよ実、安田菜津紀など市民の方々
・陸前高田市の復興状況を動画で上映します。（ドローン撮影：村上毅
彦、スチール撮影：大坂康）
・14時46分陸前高田災害FM放送に合わせて黙とう。
・ミュージックメッセージ
（陸前高田） まっと、雪音
（県外） 池田夢見、中村耕一
【応援LIVE】
サスケ、神崎隆広、進音

主催
共催

主 催：NPO法人陸前高田市支援連絡協議会AidTAKATA
共 催：TAKATA-FESTA

3月11日、ひと時でも一緒に過ごしませんか？
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3月11日、ひと時でも一緒に過ごしませんか？

防災課 中村課長

農林課 大和田さん 農林課 村上さん

白井貴子さんメッセージ

戸羽市長メッセージ 現在の陸前高田市を紹介
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3月11日、ひと時でも一緒に過ごしませんか？

サスケさん＋KIMIYOさん 進音さん

神崎隆広さん


